
・柴又地区の景観まちづくりのながれのまとめ

柴又神明会主体の「門前街並み委員会」を発足させ「紳士協定」で街並み保全を
行い約10軒が基準に則った。

平成11年 駅前広場に寅さん像が完成

渥美清さんの死去後（平成８年）地元参道の商店街が像の建立を計画し、観光客
らを対象に募金を募り駅前広場に寅さん像建造実施。

平成13 （2001）年 葛飾区都市計画マスタープランによる歴史
性を重視したまちづくりを推進する位置づけ

「帝釈天を中心とした魅力ある観光拠点の形成と歴史性を重視した街づくり」を
掲げ、歴史性を重視したまちづくりを推進するとして位置づけられた。

柴又神明会・地域関係団体が主体となり柴又まちなみ準備協議会発足。専門家と
共に勉強会を実施し、柴又まちなみ景観ガイドライン作成

平成17 （2005）年度 商店街活性化事業
（柴又参道アーチ建替え事業）

これまでのまちなみの景観を踏襲したデザインとした。

平成18 （2006）年度 地域連携型モデル商店街事業

（柴又レトロ 宵灯り計画 パート１ ）

柴又の地域観光資源として、宵庚申の夕暮れ時の古き良き参道のまちなみを浮き
上がらせるライトアップを行い、観光資源の価値の向上を図ると共に、宵まつりイベ
ントを実施。 （主体団体 柴又神明会）

昭和63 （1990）年 「帝釈天及び参道の景観保全に関わる指
導基準」(葛飾区と共作)

同 商店街活性化事業（柴又レトロ 宵灯り計画 パート2）

「観光案内所設置」・「柴又ご自慢お土産・グルメ集作成」・「音声案内導入」・「来街者
用トイレ設置」などの事業を実施。（主体団体 柴又神明会）

平成19 （2007）年度

特定非営利活動法人柴又まちなみ協議会設立

柴又まちなみ景観ガイドライン運営、街並景観保全活動の母体として設立

同 「柴又のまちなみ」地域資源認定（産業労働局）

同 「江戸東京・まちなみ情緒回生」事業

（柴又レトロ 宵灯り計画パート３）

平成20（2008）年度

柴又まちなみ景観ガイドライン認定（市街地整備課）

平成16 （2004）年 都市計画用途地域等見直しで高さ制限

東京都しゃれた街並み条例重点地区に指定

平成21 （2009）年度

2029年に向けた中長期計画立案（担い手事業）

平成22 （2010）年度 歴史的建造物等を活かした観光まちづく
り事業 （柴又レトロ 宵灯り計画パート4）

ガイドラインに則り参道店等の修景を行った。（主体団体協議会）

帝釈天開山400年にむけ、参道店舗のヒアリング調査を行い、地域住民の意見をまとめ、帝
釈天及び周辺のまちなみを保全する長期ビジョンを作成

ガイドラインに則り参道や駅前店舗、回遊路の修景を行った。 （主体団体協議会）

以降、重点t区内の建築等に対し、協議と専門家協働でガイドラインを運営、現在に至る

平成23 （2011）年度 「柴又地域文化的景観調査委員会」

柴又地域の団体の代表者、学識経験者、区関係各課による委員会。以後４年間、柴又地域
文化的景観の保存調査を行い、平成 26年度「葛飾・柴又地域文化的景観調査報告書」とし
て調査成果を取りまとめた。

平成27 （2015）年度「柴又地域文化的景観検討委員会」

平成29 （2017）年度 「柴又地域景観地区」都市計画決定・6
月「葛飾区景観地区条例」策定

平成29 （2017）年度 地域連携型商店街事業（宵灯り計画）

ガイドラインに則り帝釈天二天文等の防犯灯、参道の夜間景観の改善とイベントを実施。
（主体団体協議会）

平成28 （2016）年度 駅前にさくらさん像が完成

平成30年2月13日「葛飾柴又の文化的景観」が

都内で初めての国の重要文化的景観に選定
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柴又地域の位置

《柴又地域の概要》

区域：柴又一～七丁目の約1.57ha

人口：23,039人(H30.1.1現在)

世帯数：11,006世帯(H30.1.1現在)

葛飾区

江
戸
川
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昭和２５年頃の参道の様子

信仰の町として発展した柴又
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寅さん映画や歌謡曲ブームにより、賑わいにあふれていた時代が長く続いた。

住民の中に、「地域像」が緩やかに共有されていた。

信仰のまちから観光のまちへ
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地元の産物（草だんご・せんべい・川魚料理）が有名
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昭和63 （1990）年 「帝釈天及び参道の景観保全に関わる指
導基準」(葛飾区と共作)

平成13 （2001）年 葛飾区都市計画マスタープランによる歴史
性を重視したまちづくりを推進する位置づけ

＜参道沿道建物の指導基準主な内容＞
（新築の建物について）

①帝釈天、参道との調和
②建物の外装は参道にふさわしい色彩
③木目調の格子戸を設ける
④一階に瓦葺の庇を設ける

・参道沿道建物の建て替え計画を発端に、参
道の古風な街並みが一変するという危機感。

・神明会（参道の商店街）が中心となり、区
と共に「帝釈天及び参道の景観保全に関する
指導基準」を作成。

・地元主体の「門前街並み委員会」を発足さ
せ「紳士協定」で街並み保全を行ってきた。
（約10軒が基準に則った）
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変えない開発

一店一品

対面販売
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昭和63 （1990）年 「帝釈天及び参道の景観保全に関わる指
導基準」(葛飾区と共作)

平成13 （2001）年 葛飾区都市計画マスタープランによる歴史
性を重視したまちづくりを推進する位置づけ

＜参道沿道建物の指導基準主な内容＞
（新築の建物について）

①帝釈天、参道との調和
②建物の外装は参道にふさわしい色彩
③木目調の格子戸を設ける
④一階に瓦葺の庇を設ける

・参道沿道建物の建て替え計画を発端に、参
道の古風な街並みが一変するという危機感。

・神明会（参道の商店街）が中心となり、区
と共に「帝釈天及び参道の景観保全に関する
指導基準」を作成。

・地元主体の「門前街並み委員会」を発足さ
せ「紳士協定」で街並み保全を行ってきた。
（約10軒が基準に則った）
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特定非営利活動法人 柴又まちなみ協議会

柴又まちなみ協議会活動エリア

協議会のようす

平成19 （2007）年度

特定非営利活動法人柴又まちなみ協議会設立
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柴又まちなみガイドラインを作成
葛飾区・東京都の支援を得ながら、
住民主体で積極的なまちなみ保全を開始

平成20（2008）年度

柴又まちなみ景観ガイドライン認定（市街地整備課）

＜目標＞

・親しみやすい街並みと緑あふれる住
環境を守る。

・柴又のもつ、すぐれた価値や個性を
見つめなおす。

・江戸川や緑、歴史環境を守り、育て
ながら、次世代につなげる。

＜基本方針＞
①眺望景観等の保全

（重点地区全体で守ること）

②帝釈天の景観保全
（帝釈天エリアが守ること）

③参道景観の保全
（帝釈天参道エリアが守ること）
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参考：平成18 （2006）年度 地域連携型モデル商店街事業

葛飾区・東京都の支援を得ながら、協議会主体で行ったまちなみ整備事例 （柴又レトロ 宵灯り計画 パート１ ）
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従前 従後

従前 従後

葛飾区・東京都の支援を得ながら、協議会主体で行ったまちなみ整備事例 （柴又レトロ 宵灯り計画 パート3.4 ）
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参考：柴又地区の景観まちづくりのながれのまとめ

地域連携型商店街事業 13



参道を歩くと商店の方と自然にコミュニケーションがとれる
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平成23 （2011）年度 「柴又地域文化的景観調査委員会」
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